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研究成果の概要（和文）：本研究は、複数の外国語を学ぶ日本人学習者が異文化間能力の育成を目指したフラン
ス語教育を経験することで、どのように異文化に気づき、彼らが異文化に対してどのような態度をとるのかを検
証した。この効果検証を通して、言語の知識とスキルの習得を超えて、異文化間能力の育成をも含めたフランス
語教授法の開発を目指した。具体的には、①文献調査を通して異文化間能力の育成を目指した外国語教育の多数
の実践について分析を行い、指導法や評価法を調査した。②先行研究から得られた知見から、日本のフランス語
教育の文脈を考慮しつつ、異文化間能力の育成を目指す授業実践をデザインし、実践について評価を行い、教授
モデルの構築を図った。

研究成果の概要（英文）：The object of the present study is to examine how Japanese learners of 
multiple foreign languages become aware of other cultures and what attitudes they develop toward 
them when they experience French language teaching aimed at fostering intercultural competence. We 
aimed to develop FFL (French as a Foreign Language) teaching method that includes not only the 
acquisition of language knowledge and skills, but also the development of intercultural competence. 
Specifically, (1) through a literature review of previous studies, we analyzed a variety of foreign 
language teaching practices aimed at fostering intercultural competence, and investigated teaching 
and evaluation methods in this field. (2) Referring to the findings from previous studies, we 
designed classroom teaching/learning activities aiming at fostering intercultural competence, taking
 into account the context of FFL teaching in Japan, verified them, and built a teaching model.

研究分野： 応用言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
外国語の学びを通して身につけた視野の広がりや態度の変化など異文化間能力の涵養の重要性が謳われる一方
で、近年の外国語教育では言語運用能力の向上を優先するあまり、異文化間能力の育成が外国語教育から切り離
される傾向がある。本研究では、言語運用能力と異文化間能力を統合的に扱う指導を通して、異文化間能力を育
成し、評価する方法を検討した。さらに、本研究の分析対象者は英語を学んだ経験を有する複数言語学習者であ
る。第二外国語を学び、日本や英語圏とは異なる文化に触れることによる、異文化への態度を調査した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
近年、国際社会で活躍できる人材の育成が謳われ、外国語コミュニケーション能力および異文

化間能力（compétence interculturelle）の育成が教育機関における喫緊の課題となっている。しか

しながら、日本では言語スキルを重視した英語教育の強化に重きが置かれ、言語や文化の多様性

を尊重する態度を育成するような異文化間教育が充分になされているとは言えない（鳥飼, 2016）。

ヨーロッパでは、ヨーロッパ市民の相互理解を促すための役割を外国語教育が担っているとみ

なし、外国語を教える中で異文化間能力を育成させる立場をとる。Byram（1997）は異文化間能

力モデルを提唱し、異文化間能力は「知識（savoirs）」「態度（savoir être）」「解釈と関連づけのス

キル（savoir comprendre）」「発見と相互交流のスキル（savoir apprendre/faire）」「批判的な文化的気

づき（savoir s’engager）」の 5 つの要素で構成されていると定義し、これらの 5 つの構成素に働き

かけるような外国語学習活動を通して、異文化間能力の育成を試みている。日本の外国語教育に

おいても、日本の文脈を考慮しながら、言語の知識とスキルを超えて異文化間能力を含めた指導

法を開発する必要がある。 

また、日本の外国語教育に多大な影響を与えている「ヨーロッパ言語共通参照枠（以下、CEFR）」

（Conseil de l’Europe, 2001）において、一つの外国語しか学ばないと、多様性を理解するどころ

か、逆にステレオタイプや先入観が強化され、民族中心主義に陥る危険性があるが、複数の外国

語を学び、複数の文化を体験することで、民族中心主義を克服し、文化相対主義的な立場で言語

的・文化的多様性を尊重する態度を育てることができると、異文化間能力の育成のために複数の

外国語を学ぶことが重要であると指摘されている。 

そこで、本研究では、これらの先行研究の視点に立ち、複数の外国語を学ぶ日本人学習者に対

して、異文化間能力の育成を目指した外国語教育をどのように実施することができるのか検討

した。また、異文化間能力の育成を目指す授業実践を通して学習者がどのように異文化に気づき、

そして、彼らの異文化間能力がどのように成長するかを調査することを目指した。 

 
２．研究の目的 
(1) 異文化間能力の育成を目指した外国語教育の授業実践が行われているヨーロッパの事例を

分析し、どのような教材を使用し、どのような指導法によって異文化間能力の育成を促している

のか、そしてどのように異文化間能力を評価しているのか先行研究から調査し、明らかにする。 

 

(2) 日本のフランス語教育の文脈を考慮に入れながら、(1)で記した文献調査から得られた知見

を参考にし、異文化間能力の育成を目指す授業実践（学習活動）をデザインし、実践を通して、

その効果について検証を行いながら、異文化間能力の育成を目指したフランス語教授モデルの

構築を図る。 
 
３．研究の方法 

(1) 異文化間能力の育成を目指した外国語教育の授業実践は、ヨーロッパの国々を中心に行われ

ている。欧州諸国の書籍・学術論文・報告書などを調査した。これらの文献調査を通して、授業

実践の事例を分析し、どのような教材を使用し、どのような指導法によって異文化間能力の育成

を促しているのか、そしてどのように異文化間能力を評価しているのかなどについて検討した。 

 

(2) 日本のフランス語教育の文脈を分析することから始め、文脈を考慮に入れながら、文献調査

で得られた知見を参考にしながら、異文化間能力の育成を目指す授業実践をデザインした。具体



的には、学習者自身がネイティブスピーカー向けの資料（Documents authentiques）などの分

析を通して文化的相違などに気づく活動を取り入れ、その文化的差異について省察やクラスメ

ートとの議論を通して深化させる指導法を取り入れた授業をデザインした。また、異文化間能力

の育成だけに特化するのではなく、文法・語彙など従来のフランス語の授業で扱われる学習活動

との融合を意識した授業デザインとした。これらの授業実践を通して学習者がどのように異文

化に気づき、異文化に対してどのような態度をとるかなどアンケートや学習ジャーナルを通し

て観察した。 

 

４．研究成果 

(1) 異文化間能力の育成を目指した外国語教育の授業実践では、どのような教材が使用され、ど

のような活動が行われているのか、ヨーロッパ諸国で行われている実践報告を、書籍・学術論文・

報告書などの文献から調査した。異文化間能力の養成を目指した外国語教育の実践の多くは、文

学作品・ビデオ・音声など教材として加工されていないネイティブスピーカー向けの資料を理解

することから始め、2 つもしくは 3 つの文化を比較するような学習活動が取り入れられているこ

とが分かった。ネイティブスピーカー向けの資料を使用しながら、外国語での言語産出活動を実

践しており、学習者は既に高い外国語運用能力（CEFR の B2～B2＋程度）を有していることが

前提になるケースが多数みられた。CEFR の A1 程度の外国語運用能力の学習者を対象とした実

践では、目標言語で教材は提示するものの、異文化間能力の育成に関わる活動においては母語を

積極的に活用し、異文化への気づきや異文化に対峙した時の態度などを内省するように促して

いた。授業実践の分析からもわかるように、教育機関でこれまで実施されてきた知識伝達型の講

義形式の授業では異文化間能力の育成は難しく、「体験」「比較」「分析」「省察」「行動」を含む

学習活動を通して養成することが重要となる（Barrett et al., 2014）。 

 異文化間能力の評価に関しては、外国語運用能力で広く採用されているテストにより到達度

を測定する数量的評価はそぐわないとされ、カリキュラムやコースに沿った到達目標を設定し、

クライテリオン準拠評価を採用する必要がある。また、学習者による自己省察を促す自己評価を

含む継続的で質的な形成的評価によって、異文化間能力の発達を促すことが重要であることが

分かった。 

 

(2) (1)の先行研究の文献調査を通して得られた知見を考慮しつつ、日本におけるフランス語教

育という文脈を想定し、異文化間能力の育成を目指したフランス語の授業実践（フランス語教授

法）を検討した。授業実践をデザインする上で、日本の高校や大学でフランス語を学ぶ初学者

（CEFR の A1 レベル）を対象に、どのように異文化間能力の育成を目指すか検討し、第二言語

習得論におけるインプットからアウトプットへの流れを考慮した語彙・文法学習モデルを構築

した。この語彙・文法モデルを取り入れたことで、①文化的相違などを含んだ異文化に関する内

容の提示（社会文化項目）→②語彙・文法（言語項目）→③コミュニケーション活動→④文化の

気づきについての振り返り（省察活動）を有機的に繋げた授業実践をデザインできるようになり、

多数の学習指導案を作成するに至った。 

 これらの学習指導案に基づき中等教育において授業実践をおこない、授業観察、アンケートへ

の回答および学習ジャーナルの執筆を通して、学習者がどのように異文化に気づき、異文化に対

してどのような態度をとるかなど調査した。その結果、学習者の多くが「文化の学び」に関して

肯定的に評価していた。また、学習ジャーナルでは文化の多様性であったり、他文化への強い関

心などを示した記述が多数みられ、学習活動を通して、複数の外国語を学んでいる学習者の異文



化に対する興味を促進したことが示唆された。 
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